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研究成果の概要（和文）：免疫染色では凍結保存した脂肪組織の脂肪細胞はすべて死亡していることが明らかと
なった。脂肪幹細胞についても、生存しているものの、割合は小さかった。さらに、脂肪移植の動物実験におい
て、新鮮脂肪組織の移植と比較して、大きく劣ることがわかった。
今回の研究によって、現存する脂肪組織の凍結保存方法では、一定の幹細胞は保存できるものの、脂肪細胞は不
可能である。幹細胞についても細胞としての凍結保存に比べて、大きく劣ることが分かった。再生医療の重要な
細胞源とされる脂肪組織の利用法の最適化について、新しい知見を与えた。組織としての凍結では効率が悪いた
め、何らかの方法を開発する必要があることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Immunohistochemistry revealed that most adipocytes were necrotic. The cell 
number and viability of SVF cells were significantly decreased in cryo fat, compared to fresh fat 
(3.9×105 cells, 90.6% viable). Although adipose-derived stem cells (ASCs) successfully were 
cultured from all fats, functional ASCs from cryopreserved fats were much smaller in number with 
comparable multi-lineage differentiating capacity. In vivo studies revealed thatall of the 
cryopreserved fats maintained their volume to some extent; however, the cryopreserved fats were 
mostly filled with dead tissue and produced significantly lower engraftment scores than fresh fat.
Most of adipocytes were killed in the process of cryopreservation and thawing. ASCs were isolated 
from cryopreserved fats, but the number of functional ASCs was very limited in both cryopreservation
 methods. After grafting, cryopreserved fat retained as dead and fibrous tissue, suggesting a risk 
of clinical complications such as oil cysts.

研究分野： 形成外科

キーワード： 脂肪　幹細胞

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
今回の研究によって、現存する脂肪組織の凍結保存方法では、一定の幹細胞は保存できるものの、脂肪細胞は不
可能であることがわかった。幹細胞についても細胞としての凍結保存に比べて、大きく劣ることが分かった。再
生医療の重要な細胞源とされる脂肪組織の利用法の最適化について、新しい知見を与えた。組織としての凍結で
は効率が悪いため、何らかの方法を開発する必要があることが明らかとなった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
幹細胞を豊富に含む組織として、脂肪組織が注目されるようになって久しい。しかし、その保
存方法はいまだに未知であり、開発されれば、再生医療の発展に大きく寄与することが期待さ
れる。 
 
２．研究の目的 
脂肪組織の新しい凍結保存方法を開発すること、ならびに医療材料としての凍結保存脂肪組織
の有用性を確立すること。 
 
３．研究の方法 
新規に開発した凍結保存方法を用いて、従来のものと比較を行う。保存脂肪組織を、解凍して、
その中の細胞の構成、生存率、移植組織としての有用性を、in vitro, in vivo（動物実験）で検
証する。下図参照。 

 

 
４．研究成果 
免疫染色では凍結保存した脂肪組織の脂肪細胞はすべて死亡していることが明らかとなった。
脂肪幹細胞についても、生存しているものの、割合は小さかった。 

 
 



 
 
さらに、脂肪移植の動物実験において、新鮮脂肪組織の移植と比較して、大きく劣ることがわ
かった。 

 



 
今回の研究によって、現存する脂肪組織の凍結保存方法では、一定の幹細胞は保存できるもの
の、脂肪細胞は不可能である。幹細胞についても細胞としての凍結保存に比べて、大きく劣る
ことが分かった。再生医療の重要な細胞源とされる脂肪組織の利用法の最適化について、新し
い知見を与えた。組織としての凍結では効率が悪いため、何らかの方法を開発する必要がある
ことが明らかとなった。 
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